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山
東
省

の
古
代
文
化
と
日
本
弥
生
文
化

の
源
流

考
古
学
資
料
を
中
心
と
し
て

蔡

鳳

書

山東省の古代文化と日本弥生文化の源流

山
東
省
は
中
国
大
陸

の
東
部
に
位
置
し
、
黄
海
に
臨
み
、
日
本
列
島
と
は
海

一
つ
で
隔
た

っ
て
い
る
。

こ
の
地
区
は
古
代

の
文
化

の
発
達
し
た
と
こ
ろ
で
、

　
　

　

旧
石
器
時
代

の
人
類
化
石
と
遺
跡
は
既
に
数
十
か
所
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
旧

石
器
時
代

の
後

に
、
中
石
器
時
代
が
お
と
ず
れ
る
。

中
石
器
時
代

は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
新
石
器
時
代

へ
の
過
渡
期

で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
中
石
器
時
代

の
遺
跡

は
世
界
で
も
数
が
少
な
い
。
中
国

で
も
非
常
に
珍

し
く
、
現
在

に
い
た
る
ま
で
全
部
で
五
か
所

し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

　
　

　

中

で
山
東
省
が
五
分

の
一
を
占

め
て
い
る
。
今
か
ら
八
千
年
以
前

に
遡
る
い
わ

ゆ
る
後
李
文
化

(
一
九
六
五
年
初
め
に
山
東
省

の
滔
博
市
の
後
李
で
遺
跡
が
発
見
さ

れ
た
が
、

一
九
八
○
年
代
に
山
東
省
済
南
市
郊
外
で
も
発
見
さ
れ
た
の
で
、
「西
河
文

　
ヨ

　

化
」
と
も
よ
ば
れ
る
)
は
主
に
山
東
省

の
西

部
地
区

に
分
布

し
て
い
る
。
そ

の

文
化

は
、
年
代

の
上
で
日
本

の
縄
文
文
化

の
草
創
期

に
大
体
相
当
し
て
い
る
が
、

今
ま
で
両
者

の
間
に
ど

の
よ
う
な
関
係
が
あ

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、

北
辛
文
化

(最
初
に
山
東
省
滕
県
で
北
辛
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
初
め
の
発
見

た
い
も
ん
こ
う

地
に
よ
り
命
名
し
た
。
年
代
は
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
前
後
)、
大
波

口
文
化

(紀
元

前
五
〇
〇
〇
～
二
六
〇
〇
)、
龍
山
文
化

(紀
元
前
二
六
〇
〇
～

一
九
〇
〇
)
な
ど

が
続

い
て
い
る
。
以
上

の
原
始
文
化
は
日
本
の
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
後
期

ま
で
の
諸
文
化
と
は
殆
ど
関
係
が
な

い
と
思
わ
れ
る
。

夏

の
時
代

(紀
元
前
二

一
〇
〇
～

一
六
〇
〇
)
に
な
る
と
、
古
代
中
国

の
政
治

の
中
心
地
は
今

の
河
南
省
西
部
に
あ
り
、
山
東
地
区
は
当
時
の
僻
地

で
あ

っ
た
。

　
る

　

だ
が
、
い
わ
ゆ
る

「東
夷
文
化
」
と
そ
の
創
造
者
東
夷
人
は
有
名

で
あ
る
。
東

夷
人
は
、
商
王
朝
成
立

の
初
期

(紀
元
前

一
六
〇
〇
～

一
四
五
〇
前
後
)
に
は
こ

の
王
朝
と
友
好
関
係
を
有
し
た
が
、
中
後
期
に
な
る
と
関
係

は
悪
化
し
、
し
ば

し
ば
商
王
朝
と
抗
争
し
た
。
商
王
朝
の
支
配
者
は
東
夷
人
を
な
か
な
か
滅
ぼ
せ

　
う

　

な
か

っ
た
。

い
わ
ゆ
る

「百

タ
ビ
東
夷

ヲ
克

ツ
」
と
い
う
語
こ
そ
は
、
ま
さ
し

く
商
王
朝
と
東
夷
と
の
激
戦

の
様
相
を
反
映
し
た
句
と
い
え
よ
う
。
周
の
時
代
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(紀
元
前

=

○
○
～
二
一
二

)
に
な
る
と
、
山
東
地
区

に
斉

・
魯

の
両
大
国
を

は
じ
め
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
数
十

か
国
が
ひ

し
め
い
た
。
古
代

の
山
東
地
区

の

人
々
は
東
夷
文
化
を
基
盤

に
、
中
原
地
区

の
文
化
を
吸
収
し
て
、
新
た
に
斉
魯

文
化
を
創
造
し
た
。
当
時
山
東
地
区
は
農
業

の
発
達
だ
け
で
な
く
鋳
鉄
、
製
塩
、

紡
績
、
陶
磁
器
生
産
な
ど
の
手
工
業
が
発
展

を
遂
げ
、
全
国
的

に
見
て
、
商
工

業

の
先
進
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
こ
の
時
期
に
は
孔
丘
、

孟
軻
、
管
仲
、
墨
霍
、
孫
武
等

の
ご
と
き
多

く
の
著
名
な
思
想
文
化
、
科
学
技

術
、
軍
事
の
大
家
が
現
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
中
国
だ
け
で
な
く
、
更

に

世
界

の
文
化
史
上

に
も
不
滅

の
功
績
を
遺
し
た
。

発
達
し
た
文
化
は
必
然
的
に
周
辺
地
区
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
山
東
省

の
沿
海

地
区

は
日
本
列
島

に
近

い
の
で
、
春
秋
時
代

か
ら

(紀
元
前
六
世
紀
)
人
々
は

海
外

に
渡
航

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秦

・
漢
時
代

(紀
元
前
三
世
紀
か
ら

紀
元
後
二
世
紀
ま
で
)
は
日
本

の
縄
文
末
期

と
弥
生
時
代
に
あ
た

っ
て
い
る
。

そ
の
時
代
は
ち
ょ
う
ど
寒
冷
気
候
の
為
に
山
東
半
島
、
日
本
列
島
間

の
距
離
は

短
く
、
さ
ら
に
当
時

の
航
海
技
術
の
向
上

に
よ
り
、
中
国
人

・
日
本
人
の
双
方

が
山
東
半
島
、
日
本
列
島
間
を
往
来
す
る
こ
と
は
、
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
考
古
学
の
発
見
成

果
の
研
究
を
深
め
れ
ば
、
必
ず
新

し
い
成
果
が
上
が

る
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
ご
と
く
、
日
本

の
弥
生
文
化

の
発
見
は
十
九
世
紀
末
の

一
八
八
四
年

東
京
本
郷

の
弥
生
町
に
お
げ
る
縄
文
文
化
と
異
な
る
文
化
遺
跡

の
発
見
に
始
ま

り
、
す
で
に
百
余
年
の
研
究
史
を
有
す
る
。
弥
生
文
化
遺
跡
の
発
見
は
日
本

の

考
古
学
史
上
の
大
事
件
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
弥
生
文
化
は
日
本
歴
史
上

の

文
明
発
生

の
前
夜
に
あ
た
り
、
伊
東
俊
太
郎
教
授

の
説
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期

　
　

　

は
い
わ
ゆ
る

「農
業
革
命
」
の
時
代

で
あ

っ
た
。
鉄
器
や
青
銅
器
が
大
陸
か
ら

伝
来
、
定
着
し
、
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
稲
作
農
耕
が
し
だ

い
に
九
州
か
ら
東
北
地
方
ま
で
普
及
し
、
高
床
様
式

の
建
物
が
普
及
、
土
器
は

露
天
焼
成
か
ら
初
源
的
な
窯
焼
成

へ
と
変
わ

っ
て
、
死
者
を
墳
丘
を
持

つ
墓

に

埋
め
る
風
習
も
こ
の
時
期

に
生
ま
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

現
在
日
本

で
は
弥
生
文
化
は
突
然
出
現
し
た
も

の
で
は
な
く
、
縄
文
文
化

の

基
礎

の
上

に
ア
ジ

ア
大
陸

か
ら

の
各
種
の
文
化
要
素
を
吸
収
し
、
新
時
代

に
適

応
し
た
文
化
要
素

の
再
創
造
上
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

　
ア

　

る
。
こ
の
説
は
日
本

の
学
界
で
は
お
お
む
ね
定
説

に
な

っ
て
い
る
。

日
本

の
学
者
達
は
大
陸
文
化

の
要
素
を
吸
収
す
る
問
題
に
関
し
て
、
三

つ
の

方
面
を
考
え
て
い
る
。
第

一
は
、

ロ
シ
ア
極
東
地
区
の
カ
ラ
ス
ク
文
化

の
要
素

で
あ
る
。

こ
の
方
面

で
も

っ
と
も
顕
著
な
特
徴
は
青
銅
器

の
製
法
に
あ
り
、
こ

　
　

　

の
件
に
関
し
て
は
樋

口
隆
康
氏
が
多
く

の
分
析
を
行

っ
て
い
る
。
第
二
は
、
朝

鮮
半
島
か
ら
伝
え
ら
れ
た
文
化
的
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
方
面
の
例
証
は
数
多
く

あ
る
が
紙
面
に
限
り
が
あ
り
、
そ
の
挙
例
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

こ
の
第

二
点

に
つ
い
て
は
朝
鮮
半
島
伝
来

の
文
化
的
特
徴
が
、
本
来

は
中
国
大
陸
文
化

の
特
徴

で
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特

に
前
漢
初
期

に
漢
の

武
帝
が
朝
鮮
半
島

に
楽
浪
四
郡
を
設
置
し
て
か
ら
、
中
国
文
化
は
朝
鮮
半
島
に

広
範

に
伝
わ
り
、
間
も
な
く
こ
れ
ら
の
文
化

の
特
徴
が
ま
た
日
本
列
島

へ
伝
わ
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山東省の古代文化 と日本弥生文化の源流

っ
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
日
本
の
古
代
文
化
の
形
成

に
お
け
る
朝
鮮
半
島
文

化
影
響
説
は
、

つ
き
詰
め
て
い
え
ば
、
中
国
大
陸
文
化

の
日
本
列
島

に
お
け
る

屈
折
反
映
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
三
は
中
国
大
陸

の
新
石
器
時
代
晩
期
か

ら
の
影
響
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
本
論
文

に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
主
要
な

点

で
あ
る
。

前
述
の
ご
と
く
、
山
東
地
区
は
夏

・
商

の
時
代
に
あ

っ
て
は
、
中
国
の
政
治
、

文
化
の
中
心
地

で
は
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
物
質
文
化
、
精
神
文
化
に

お
い
て
未
発
達

の
ま
ま
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
山
東
地
区
の
各
種

の

文
化
が
半
島
を
通
じ
て
外
部
に
伝
わ

っ
て
い

っ
た
こ
と
も
、
大
陸
と
海
を
結
ぶ

地
勢
か
ら
考
え
、
十
分
推
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
少
な
く
と
も
以
下
の
幾

つ
か
の
面

で
日
本

の
弥
生
文
化

の
中
に
山
東

省

の
古
代
文
化
要
素
を
見

い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。

第

一
は
、
山
東
半
島
は
イ
ネ
と
稲
作
農
耕
技
術
を
日
本
列
島
に
伝
え
た
重
要

な
ル
ー
ト
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
日
本
列
島
の
稲
作

の
農
耕
技
術
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
た

か
と
い
う
問
題

は
こ
こ
五
十
年
余
日
本
お
よ
び
日
本
以
外
の
学
者
達
が
関
心
を

寄

せ
て
き
た
重
大
な
学
術

テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
七
十
年
前
、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の
学
者

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

(
一
八
七
四
～

一
九
六
〇
)
は
日
本

の
弥
生
時
代

に

始
ま

っ
た
稲
作
が
中
国

の
華
北
地
区
か
ら
列
島
に
伝
わ

っ
た
と
推
察
し
た
が
、

　
　

　

証
拠
不
足

の
た
め
に
否
定
さ
れ
た
。
日
本
民
俗
学

の
雄
、
柳
田
国
男

(
一
八
七

五
～

一
九
六
二
)
は
、
イ
ネ
は
海
上

ル
ー
ト
に
よ
り
沖
縄
群
島
を
経
由
し
て
、

　り
　

日
本

の
九
州
地
区

に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
た
。
安
藤
広
太
郎
は
、
イ
ネ
が
中
国

の
江
南
地
区
か
ら
直
接
日
本

の
西
南
部
地
区

(今
の
九
州
北
部
と
本
州
の
西
端
)

　　
　

に
伝
わ

っ
た
と
述

べ
て
い
る

(更
に
細
か
く
三
つ
の
ル
ー
ト
に
分
け
ら
れ
る
)。

こ
こ
十
数
年
間

に
中
国

の
長
江
流
域
中
部

で
は
世
界
で
最
も
早

い
時
期
の
イ

ネ
と
稲
作
農
耕
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る

(今
か
ら

一
万
年
以
上
前
)。
そ
の
発

見

に
よ
り
中
国
は
世
界
史
上
、
も

っ
と
も
早
期
に
水
稲
耕
作
が
開
始
さ
れ
た
地

　ぜ

　

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
北
京
大
学
考
古
文
博
院
の
厳
文
明
教
授
と
日
本

の
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
町
田
章
先
生
を
代
表
と
す
る
人
達
は
、
耳
目
を

　お
　

一
新
さ
せ
る
別

の
学
説
を
提
出
す
る
に
い
た

っ
て
い
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、

最
初

に
、
中
国

の
長
江
中
流
地
区
で
始
め
ら
れ
た
稲
作
技
術
が
先
ず
長
江
に
沿

っ
て
下
り
、
今

の
江
蘇
省

の
南
部
と
浙
江
省
北
部
地
区

に
到
達
し
、
続
い
て
山

東
地
区
に
向
か
い
、
さ
ら
に
山
東
半
島
か
ら
渤
海
湾
を
通
じ
遼
東
半
島

に
至
り
、

朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
、
日
本

の
九
州
地
区
に
到
達
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は

一
見
、

ル
ー
ト
が
あ
ま
り
に
も
曲
折
し
、
不
合
理

に
も
思
わ
れ

る
が
、
近
年
来
多
く
の
考
古
学
資
料
に
よ
る
実
証

の
結
果
、
ま
す
ま
す
信
憑
性

が
高
ま

っ
て
い
る
。

上
述
の
厳
教
授
ら
の
考
え
方
が
も
し
確
定

し
た
ら
、
山
東
省
に
お
い
て
発
見

さ
れ
た
稲
作
農
耕
遺
跡
は

一
層
重
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
稲
作
農
耕

遺
跡
が
最
も
多
く
発
見
さ
れ
る
の
は
長
江
流
域
で
あ
る
が
、
山
東
省
内

の
発
見　レ

　

遺
跡

は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。

一
九
八
○
年
代
に
は
栖
霞
県
の
楊
家
圏
遺
跡
、

　め
　

一
九
九
〇
年
代
初
期
に
日
照
市
の
堯
王
城
遺
跡
、

一
九
九
〇
年
代
中
期
滕
州
市

265



図1山 東省の地理位置と先史時代の稲作農耕遺跡

　
　
　

の
荘
里
西
遺
跡
、

最
近
で
は
日
照

市
の
両
城
鎮
遺

跡
で
イ
ネ
が
発

　
レ
　

見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
イ
ネ

の
遺
跡
年
代
は

紀
元
前
二
五
〇

〇
～
二
〇
〇
〇

年
の
間

の
山
東

龍
山
文
化
中
期

と
晩
期
に
属
し

て
い
る
。
前

の
二
か
所

は
イ
ネ
の
籾
殻
で
、
後

の
二
か
所
は
炭
化
米
で
あ
る
。

農
学
研
究
者
の
研
究

に
よ
れ
ぽ
、
こ
れ
ら
は
み
な
ジ

ャ
ポ

ニ
カ
米
に
属
す
る
。

楊
家
圏

で
発
見
さ
れ
た
イ
ネ
に
つ
い
て
、
厳
文
明
教
授
は
次

の
ご
と
く
論
じ
て

い
る
。
「楊
家
圏
遺
跡
は
北
緯
三
七
度
二
〇
分

で
あ
り
、
い
ま
ま
で
知
ら
れ
て

い
る
先
史
時
代
稲

の
分
布
地
域

の
中

で
最
も
北

に
あ
る
遺
跡

で
あ
る
。
こ
の
発

見
に
よ

っ
て
、
稲
作
農
業
の
日
本

へ
の
最
初

の
伝
来
の
ル
ー
ト
が

一
層
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
か
つ
て
は
、
北

の
ル
ー
ト
、
中

の
ル
ー
ト
、
南

の
ル
ー
ト
な
ど
の

諸
説
が
提
唱
さ
れ
た
が
、
中
と
南

の
ル
ー
ト
は
実
際
に
あ
ま
り
に
も
不
可
能

で

あ
る
。
北
の
ル
ー
ト
は
い
ま
ま
で
証
拠
は
な
か

っ
た
が
、
楊
家
圏
遺
跡

の
稲

の

　　
　

発
見

は
、
北

の
ル
ー
ト
の
説

の
方
が
説
得
力
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
」

(分
布
は
、
図
1

山
東
省
の
地
理
位
置
と
先
史
時
代
の
稲
作
農
耕
遺
跡
を
参
照
)。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
発
見
を
結
び

つ
け
て

考
え
る
な
ら
ば
、
日
本
列
島
の
稲
作
農
耕
の
始
ま
り
は
紀
元
前

一
〇
〇
〇
年
前

　
　
　

後

に
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
現
有

の
確
認
さ
れ
た
考
古
学
資
料

で
は
、
稲
作

は
こ
の
時
代
よ
り
も
早

い
時
代
ま
で
遡
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
『朝
日

新
聞
』

の
報
道
に
よ
る
と
、

一
九
九
四
年
に
日
本

の
岡
山
県
で
四
五
〇
〇
年
前
、

即
ち
紀
元
前
二
五
〇
〇
年

の
イ
ネ
葉

の
痕
跡

(プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
)
が
見

つ

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
真

の
結
論
は
将
来

の
確
実
な
出
土
品
の
発
見
を
待
た

　　
　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
目
に
値
す
る
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島

は
中
国

の
イ
ネ
が
日
本
列
島
に
伝
わ
る

ル
ー
ト
と
考
え
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
稲
作
農
耕

の
始
ま
り
の
年
代
が
大
体
日

本
と
同
じ
か
、
或

い
は
日
本
よ
り
少
し
遅
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
別

の

角
度
か
ら
見
れ
ぽ
、
山
東
半
島
の
イ
ネ
が
朝
鮮
半
島

に
伝
わ
る

一
方
で
日
本
列

島

に
直
接
伝
わ

っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も

の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
山

東
省
で
発
見
さ
れ
た
稲
作
農
耕
遺
跡

の
大
部
分
は
、
黄
海

の
沿
岸
に
あ

っ
て
、

も
し
黒
潮
を
避
け
れ
ぽ
山
東
半
島
か
ら
直
接
航
行
し
て
、
日
本

の
九
州

に
着
く

こ
と
も
、
容
易
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
山
東
省
は
黒
色
陶
器

(黒
色
研
磨
土
器
)
の
原
郷
と
言

わ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
日
本

の
学
者
は
、
日
本

の
九
州
地
区
に
多
く
見
ら
れ

る
縄
文
晩
期
の
黒
色
研
磨
土
器
が
山
東
省
龍
山
文
化
の
影
響
を
受
け
た
も

の
と
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ハ
　

考
え
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
実
証
す
る
に
十
分
な
材
料
に
乏
し

い
。私

は

一
九
八
八
年

に
福
岡
県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
な
ど
を
調
査

し
た
こ
と
が

あ
り
、
各
地
の
文
化
財
研
究

セ
ン
タ
ー
と
博
物
館

の
研
究
者

の
教
示
の
も
と
、

九
州
地
区
に
出
土
し
た
黒
色
研
磨
土
器
を
観
察
す
る
…機
会
を
得
た
。
私
見

で
は
、

土
器

の
全
体
器
形
や
胎
土
の
構
成
或

い
は
質
感
、
手
触
り
か
ら
、
山
東
省
出
土

の
龍
山
文
化
黒
色
陶
器
と
は
大

い
に
異
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
あ
る
事
実
が
わ

た
し
の
注
意
を
惹

い
た
。
そ
れ
は
土
器
の
施

紋
方
法

で

(黒
色
研
磨
土
器
に
限

ら
な
い
)、
ギ
ザ
ギ
ザ

の
歯
を
持

つ
工
具
を
用

い
て
乾
燥
前

の
土
器
の
表
面

に

削
り
傷
を

つ
け
、
そ
れ
を
紋
様
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
土
器
が
堅

固
に
仕
上
が
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
且

つ
美
し
く
見
え
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
技

法
は
日
本

で
は
既

に
縄
文
時
代
後
期
に
始
ま

っ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
土
器
製
作

の
時

に
形
成
さ
れ
た
紋
様
を
、
日
本
の
学
者
は

「刷
毛
目
」
と

ハお
　

呼
ん
で
い
る
が
、
元
福
岡
市
博
物
館
館
長
横
山
浩

一
先
生
に
専
論
が
あ
る
。
過

去
中
国

の
考
古
学
者
達

は
お
そ
ら
く
龍
山
文
化

の
陶
器

の
同
類

の
紋
様
を

「細

い
線
紋
」
と
か

「細

い
縄
紋
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
実
は
こ
れ
ら
の
紋
様
は
縄

紋
や
線
紋
と
は
別
物

で
あ
る
。

山
東
龍
山
文
化

の
後
継
者

た
る
岳
石
文

化
に
な
る
と
、
「刷
毛
目
」
と

い
う

技
法
は
さ
ら
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
岳
石
文
化

の
実
年
代
は
、
σ
の

測
定
に
よ
る
と
、
紀
元
前

一
九
〇
〇
年
か
ら

一
六
〇
〇
年
ま
で
だ
が
、
そ
の
技

法
が
日
本
列
島
に
伝
わ

っ
た
時
期
は
縄
文
晩
期

に
あ
た
っ
て
い
る
。

す
り
け
し

そ

の
ほ
か
縄
文
文
化
後
期
の
土
器

に
い
わ
ゆ
る

「磨
消
縄
文
」
の
施
紋
法
が

現
れ
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る

「磨
消
縄
文
」
と
は
、
土
器
に
縄

文
を
施
し
た
後
、

一
部
分

の
縄
文
を
磨
り
取

っ
て
、
美
し
い
縄
文
を
残
し
た
部

分
と
、
そ
れ
を
磨
り
取
り
素
紋
と
し
た
部
分
が
互

い
に
現
れ
る
も
の
を
い
う
。

こ
の
よ
う
な
施
紋
法
は
、
商
代
晩
期
、
す
な
わ
ち
紀
元
前

一
四
〇
〇
年
以
後

の

中
国
大
陸

に
始
ま
る
が
、
日
本
海
と
近

い
江
蘇
省
東
部
及
び
山
東
省
の
商
代
晩

期
の
陶
器

に
多
く
見
ら
れ
、
例
え
ば
徐
州
銅
山
商
代
遺
跡
と
済
南
市
の
大
辛
荘

遺
跡
で
は
多
く
出
土
し
て
い
る
。
こ
こ
は
紀
元
前
八
世
紀
前
後

に
東
夷

の
集
合

　お
　

居
住
地

で
あ

っ
た
。
「磨
消
縄
文
」
は
山
東
半
島

で
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
日
本

列
島
で
磨
消
縄
文
が
最
も
盛
ん
で
あ

っ
た
時
代
は
縄
文
文
化

の
後
期
と
晩
期
及

　
　

　

び
弥
生
文
化
時
期
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
施
紋
法

は
山
東
半
島
か
ら
直
接
日
本

列
島
に
伝
わ

っ
た
も

の
で
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ぽ
、
朝
鮮
半
島

の
無
文
土
器
に
も
当
然
現
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で

あ
る

(図
2

縄
文
文
化
後
期
の
土
器
表
面
の
磨
消
縄
文
と
江
蘇
省
山
東
省
商

・
周

時
代
の
磨
消
縄
文
の
比
較
を
参
照
)。

第
三
に
、
周
知

の
ご
と
く
縄
文
文
化
時
期
に
は
日
本
列
島

の
居
住
者
は
狩
猟
、

採
集
、
漁
労
を
主
要
な
生
活
手
段
と
し
て
い
た
。

こ
の
時
期

の
石
器
は
主
と
し

て
打
製
石
器
で
あ
り
、
ご
く
少
数

の
磨
製
石
器
も
祭
祀
や
儀
式
を
行
う
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九
四
年
山
形
県
の
縄
文
文
化
晩
期

の
遺
跡
で
、
磨
製

石
斧
が
発
見
さ
れ
た
が
、
精
巧
に
磨
き
あ
げ
た
石
斧
の
表
面
に
は
符
号
が
刻
ま

　あ
　

れ
て
い
る
。
そ
の
符
号

の
意
味
が
不
明
だ
が
、
多
く
の
学
者
は
こ
の
石
斧
が
祭
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図2縄 文文化後期の土器表面の磨消縄文 と江蘇省山

東省商 ・周時代の磨消縄文の比較1日 本の縄文晩期

土器2山 東省済南市の大辛荘陶器3江 蘇省徐州銅

山丘湾陶器4山 東省乳山県南黄荘陶器

 

祀
用

の
も
の
だ
と
認
定
し
て
い
る
。
山
形
県
か
ら
出
た
石
斧
は
、
外
形

か
ら
見
れ
ば
、
山
東
省
の
大
波

口
文
化
遺
跡

か
ら
大
量
に
出
土
し
た
穿

孔
石
斧
と
殆
ど
同
形
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
こ
の
石
斧
は
山
東
省
大
波
口

文
化
か
ら
直
接
日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

縄
文
文
化
後
晩
期

に
な
り
、
稲
作
農
耕

の
出

現
に
伴

い
、
大
陸
系

の
石
器
は
す

で
に
縄
文
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
弥
生
時
代

に
及
ん
だ
と
い
え

よ
う

(図
3

山
形
県
縄
文
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
符
号
を
付
け
た
石
斧
と
山
東
省
大

波
口
文
化
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
穿
孔
石
斧
の
比
較
図
参
照
)。

弥
生
文
化
時
期

に
な
る
と
、
大
陸
系

の
石
器
は
稲
作
農
耕

の
中
で
主
要
な
地

位
を
占

め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
大
陸
系
石
器

の
な
か
で
最
も
注
意
を
惹
く
の
は
、

図3山 形県縄文遺跡から出土 した符号を付けた石斧 と山東省大

波口文化遺跡から出土した穿孔石斧の比較

イ
ネ
の
収
穫
に
使
用
す
る
石
刀
で
あ
る
。
日
本

の
学
者
は
こ

れ
を

「石
庖
丁
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
庖
丁
と
は
ナ
イ
フ
の

意
味

で
あ
る
。
近
代
考
古
学
が
中
国
に
伝
わ
る
前
に
は
、
中

国

の
学
者
は
、
あ
ま
り
石
庖
丁
の
有
無
に
注
意
を
払
わ
な
か

っ
た
よ
う
で
、
そ
の
名
称
は
文
献
記
録

に
も
見
え
な
い
。
近

代
考
古
学
が
中
国
に
入

っ
て
か
ら
、
学
者
達

は
新
石
器
時
代

の
石
質
の
収
穫
道
旦
ハを

「
石
刀
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。

形
か
ら
み
れ
ぽ
、
日
本
列
島

で
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代

の
石

庖
丁
は
、
大
陸
沿
海

一
帯

の

「石
刀
」
と
よ
く
似
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
我
々
は

一
部

の
石
刀
が
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
日

本

に
伝
わ

っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

山
東
半
島

の
新
石
器
時
代

の
各
遺
跡
で
出
土
し
た
石
器
数
量

統
計

か
ら
、
紀
元
前

二
〇
〇
〇
年
前
後

に
お
け
る
龍
山
文
化

時
期
と
紀
元
前

一
六
〇
〇
年
前
後

の
岳
石
文
化

の
石
器

の
中

で
、
石
刀
が
大
き

な
比
重
を
占
め
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
山
東
省
泗
水
県
尹
家
城
遺
跡
を
例

に
と

れ
ぽ
、
岳
石
文
化
層
か
ら
出
土
し
た
石
刀
は
、

=
二
〇
点
を
数
え
、
発
掘
面
積

二
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
と
し
て
計
算
す
る
と
、

一
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
出

　
め
　

土

の
石
刀
は
○

・
〇
六
五
点
と
な
る
。
日
本

で
は
弥
生
中
期

に
な
る
と
、
鉄
製

品

の
普
及
に
よ

っ
て
、
農
旦
ハの
大
部
分
は
石
器
か
ら
鉄
製
品
に
替
わ

っ
た
が
、

　め
　

石
庖
丁
は
末
期
に
い
た
る
ま
で
大
量
に
使
用
さ
れ

つ
づ
け
た
。
大
阪
府

の
池
上

弥
生
末
期
遺
跡
に
お
い
て
、

一
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
出
土

の
石
庖
丁
が
○

・
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○
八
四
六
点
と
な
る
こ
と
か
ら
見
て
、

こ
の
両
者
は
大
変
似
通

っ
て
い
る
。

縄
文
文
化
晩
期
に
は
、
日
本
列
島
各
地

に

「独
鈷
石
」
と
呼
ぼ
れ
る
真
中

に

二
本

の
つ
ぼ
状

の
突
起
を
持
ち
、
両
端
が
尖

っ
て
い
る
磨
製
石
器
が
現
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
石
器
は
何

の
た
め
に
使
わ
れ
た

の
か
、
現
在
で
は
判
断

で
き
な
い

が
、
多
分
祭
祀

に
使
用
さ
れ
た
も

の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
石
器

は
中
国
内
地

の
新
石
器
時
代
か
ら
商

・
周
時
代
の
遺
跡

で
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
が
、
山
東
省

の
岳
石
文
化
に
は
よ
く
似

た
石
器
が
あ
り
、
「帯
稜
石
斧
」
と

　ふ
　

呼
ば
れ
て
い
る
。
た
だ
、
山
東
省
の
岳
石
文
化
の

「帯
稜
石
斧
」
は
祭
祀
用
具

で
は
な
く
、
農
業
用
の
道
具
で
あ
ろ
う
と

い
わ
れ
る
。
両
者
を
簡
単

に
同
じ
も

図4帯 梭石斧と独鈷石の比較!独 鈷石2吉 林省西団

山文化の帯稜石斧3山 東省岳石文化の帯稜石斧

の
と
見
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
両
者
は
形
状
が
よ
く
似
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
推
測

の
域
に
と
ど
ま
る
が
、
日
本
の

「独
鈷
石
」
が
山
東
省
岳
石
文

化

の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
よ
う

(図
4

帯
梭
石
斧

と
独
鈷
石
の
比
較
)。

第
四
、
弥
生
文
化
時
代

の
青
銅
器

の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
方

面

に
つ
い
て
は
、
日
本

の
多
く
の
学
者
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
二
十
余
年
前
、

京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
の
樋

口
隆
康
教
授

は
、
『古
代
史
発
掘
⑤
』
の
な
か

で

「
弥
生
時
代
青
銅
器

の
源
流
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
卓
見
を
発
表
さ
れ
て

　　
　

い
る
。
こ
の
論
文

で
主
に
弥
生
文
化
が
中
国
東
北
地
区
と
中
原
地
区
、

ロ
シ
ア

の
極
東
地
区

の
文
化

に
影
響
さ
れ
て
い
る
点

に
着
眼
し
論
述
さ
れ
て

い
る
。

こ
こ
二
十
数
年
来
、
山
東
省
内
の
商

・
周
時
代

の
墓
葬
と
遺

埋納遺跡

図5島 根県で銅鐸 と銅矛が一括出土

跡
で
多
く
の
青
銅
器
の
発
見
が
あ

っ
た
。
山
東
省
出
土

の
青
銅
器
の

な
か
に
も
、
弥
生
文
化

の
原
始
的
要
素
を
追
求
す
べ
き
で
あ

る
が
、

私
は
こ
の
方
面
に
関
し
て
は
研
究
を
深
め
て
い
な
い
の
で
、
全
面
的

に
論
述
す
る
こ
と
は
ひ
か
え
る
。

私
は
こ
こ
で
、
弥
生
時
代

の
最
も
重
要
な
青
銅
器
の

一
つ
で
あ
る

銅
鐸
に
関
わ
る
思
想

の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
日
本

の
学

者
は
、
銅
鐸
は
大
陸
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
、
日
本
列
島

に
伝

い

き

わ

っ
て
か
ら
祖
形
か
ら
離
れ
、

い
わ
ゆ
る
宗
廟
彝
器
か
ら
農
業
祭
祀

用
旦
ハと
な

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
数
十
年
の
発
見

か
ら

み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
器
物
は
青
銅
武
器
と
同
時
出
土
し
て
お
り
、
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既

に
六
例
が
見
ら
れ
、
全
部
西
日
本
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け

一
九
八

　　
　

五
年
夏
の
島
根
県
荒
神
谷
遺
跡

で
の
発
見
は
最
も
注
目

に
値
す
る
。
祭
祀
用
旦
ハ

が
武
器
と

一
緒

に
出
土
し
た
こ
と
は
、
古
代

人
が
祭
祀
と
戦
争
を
同
等

に
重
要

視
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
古
代
山
東

に
生
ま
れ

た
儒
家
経
典

『左
伝
』
成
公
十
三
年
三
月

の
条
に
書
か
れ
て
い
る

「
国
の
大
事

は
、
祀
と
戎
と
に
在

り
」

(国
家
と
し
て
最
も
重
大
の
事
項
は
祭
祀
と
戦
争
で
あ

る
)
を
具
体
的
、
形
象
的
に
反
映
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
銅
鐸
と
青
銅
武
器
が

一
括
し
て
出
土
し
て
い
る
地
点
は
、
西
日
本

が
主
で
あ

る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
西

日
本
が
山
東
半
島
と
比
較
的
近
い
と
い
う
関
係

に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う

(図
5

島
根
県
で
銅
鐸
と
銅
矛
の
一
括
出
土
)。

第
五
に
考
え
る
べ
き
は
、
支
石
墓
に
関
す

る
問
題

に
つ
い
て
で
あ
る
。
支
石

墓

は
ま
た
ド
ル
メ
ン
と
い
わ
れ
、
世
界
規
模

で
発
見
さ
れ
て
い
る
古
代
文
化
遺

跡

で
あ
る
。
東

ア
ジ
ア
地
区
で
言
え
ば
、
中
国
東
部
沿
海
、
朝
鮮
半
島
と
西
日

本
と
は
、

一
つ
の
文
化
圏

に
属
す
る
が
西
日
本

の
支
石
墓
の
多
く
は
碁
盤
形

で
、

い
わ
ゆ
る

「南
方
式
」
で
あ
る
。
そ
の
分
布

は
九
州

の
北
部
を
中
心
と
し
て
現

在

の
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
福
岡
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
に
集
中
し
て
お
り
、
宮

　お
　

崎
県
と
鹿
児
島
県
に
も
あ
る
が
、
そ
の
数
は
少
な
い
。
本
州
で
は
山
口
県
に
わ

ず
か
二
基
を
発
見
す
る
の
み
で
あ
る
。
中
国

で
は
東
部
沿
海
地
区
の
遼
東
半
島
、

浙
江
省
沿
海
地
区
と
山
東
省
に
あ
り
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

の
研
究

員
安
志
敏
先
生
の
観
察

で
は
浙
江
省

の
支
石
墓
と
日
本
の
九
州

の
支
石
墓
は
形

式

の
上

で
共
通
の
特
徴
を
持

っ
て
お
り
、
日
本

の
支
石
墓
は
江
蘇
省

・
浙
江
省

　お
　

一
帯

の
古
代
文
化

の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
。
遼
東
半
島
の

支
石
墓

で
多
く
見
ら
れ
る
の
は
テ
ー
ブ

ル
の
形
を
し
た
、

い
わ
ゆ

る

「北
方

　あ
　

式
」

で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
既
に

一
〇
〇
か
所
余
り
発
見
さ
れ
て
い
る
。
中
国

の
許
玉
林
氏
は
遼
東
半
島

の
大
型
石
棚

(本
稿
中
の
支
石
墓
の
こ
と
)
の
時
代

　　
　

は
比
較
的
早

い
と
し
て
い
る
が
、
青
山
学
院
大
学
の
田
村
晃

一
教
授

の
見
解
は

許
玉
林
先
生

の
見
解
と
は
全
く
異
な
り
、
大
型
の
石
棚

の
ほ
う
が
時
代
は
下
が

　あ
　

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
当
否
は
今

の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

韓
国
の

一
部

の
学
者
達
は
支
石
墓
が
朝
鮮
半
島
に
も
と
も
と
存
在
し
た
と
主

張
し
て
い
る
が
、
日
本

の
学
者
達
は
西
日
本

の
支
石
墓
は
間
違
い
な
く
大
陸
か

ら
伝
播
し
た
も

の
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
中
国
と
日
本

の
学
者
の
意

見
は
基
本
的
に

一
致
し
て
い
る
。
私
は
支
石
墓
の
伝
播

の
ル
ー
ト
は
単

一
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
支
石
墓
の
問
題
を
考
え
る
時
、
往
々
山
東
省
を
見
落
と

す
こ
と
が
あ
る
。
山
東
省

の
支
石
墓

の
問
題
は
現
在

の
と
こ
ろ
ま
だ
は

っ
き
り

し
て
い
な

い
。
七
十
余
年
前
日
本

の
人
類
学
の
創
始
者

の

一
人
鳥
居
龍
蔵
は
滔

川
県

(今
の
滔
博
市
)
の
王
母
山
と
杜
坡
山
で
早
く
も
二
つ
の
巨
大
な
石
棚
を

　サ
　

発

見

し

た
。

前

者

は

一
九

五

八

年

に
人

為

的

に
破

壊

さ

れ

た
が

、

鳥

居

の
書

い

た

ス
ケ

ッ
チ

と

カ

ナ
ダ

の

メ

ン
ゼ

エ

ス

(＼ピ
目
.
ζ
.
と

①
P
N
一Φ
ω
)
が

撮

っ
た

写

真

　お
　

か
ら
、
間
違

い
な
く
こ
れ
が
北
方
式

の
支
石
墓
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
者

は

一
九
九
二
年
私
が
田
村
晃

一
先
生
と

一
緒
に
調
査
し
た
時
、
そ
の
石

の
重
量

が
五
〇
ト
ソ
に
も
達
し
て
お
り
、
人
工
物

で
は
な
く
、
自
然
石
を
使
用
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所

の
著
名
な
考
古
学
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者

の
張
政
娘
先
生
は
、
栄
成
市
崖
頭
集
に
大
石
棚
が
あ
る
こ
と
を
言
明
さ
れ
た
。

し
か
し
私
は
三
回
も
調
査

に
行

っ
た
が
、
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
収
穫
が

得
ら
れ
な
か

っ
た
。
な
お
、
長
期
間
日
本

に
滞
在
旅
行
し
た
こ
と
も
あ
る
徐
逸

樵
先
生
は

一
九
八
○
年
代

に
山
東
省
乳
山
県
で
支
石
墓
を
発
見
し
、
証
拠
写
真

　れ
　

も
撮
ら
れ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

一
九
九
三
年
私
も
参
加
し
た
調
査
で
は
、

支
石
墓

の
地
点
が
確
定
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
乳
山
県

の
南
黄
荘
で

一
九

八
三
年
北
京
大
学
と
煙
台
文
物
管
理
委
員
会
が
共
同
調
査
を
行

っ
た
時
に
は
六

　
ハ
　

基
石
椁
石
棺
墓
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
墓
の
上

に
大
石
が
置
か
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
墓
は
多
分
支
石
墓
と
関
係
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
山
東
省

の
他
の
と

図6山 東省 において発見 された石棚(上)と 日本 の支石墓(下)

こ
ろ
に
も
こ
う
し
た
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
『漢
書
』
「五
行

志
」
に
は
、
今
日
の
莢
蕪
市

に
三

つ
の
足
を
持

つ
大
き
な
石
が
あ

る
と
い
う
記

載
が
あ
る
。
古
代
の
中
国
人
が
紀
元
前
後

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
巨
石
が
あ

　れ
　

る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
証
拠

で
あ
ろ
う

(図
6

山
東
省
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た

石
棚
と
日
本
の
支
石
墓
)。

第
六
に
考
え
る
べ
き
は
、
戦
国
時
代
末
期

か
ら
秦

・
漢
時
代
に
か
け
て
、
多

く
の
山
東
沿
海
地
区
の
人
々
が
日
本
列
島

に
渡

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。春

秋
時
代
末
年
か
ら
奴
隷
制
社
会
は
崩
壊
し
て
ゆ
き
、
混
乱
し
た
不
安
定
な

社
会
と
な

っ
た
。
山
東
人
た
る
孔
子
は
、
こ
の
状
況
を
見

て
、
「道
行

は
れ
ざ

　ゐ
　

れ
、
桴

に
乗
り
海

に
浮
か
ば
ん
」
と
嘆
い
て
い
る
。
当
時

の
人
々
が
乱
世

か
ら

逃
れ
、
海
外
に
行

っ
て
暮
し
を
立

て
よ
う
と
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
語

で
は
な
か
ろ
う
か
。
山
東
地
区
か
ら
出
発
し
て
、

一
番
近

い
目
的
地
は
朝
鮮
半

島
と
日
本
列
島
で
あ
る
。
戦
国
時
代

に
な
る
と
、
恐
ら
く
大
勢

の
人
々
が
日
本

列
島
に
渡

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
十
数
年
前
、
日
本

の
有
名
な
人
類
学
者

の

一
人
で
あ
る
金
関
丈
夫
先
生

は

山
口
県
土
井

ヶ
浜
遺
跡

で
出
土
し
た
人
骨
を
分
析
し
、
弥
生
人
は

「渡
来
人
」

　
　

　

で
あ
る
と
い
う
説
を
提
唱
さ
れ
た
。
こ
の
説
は

一
九
三
〇
年
代

の
人
々
の
推
測

よ
り
も
科
学
的
根
拠
を
有
す
る
。

一
九
六
〇
年
代

に
な
る
と
、
金
関
丈
夫
先
生

は
土
井

ヶ
浜
遺
跡
出
土

の
弥
生
文
化
初
期
人
骨

の
測
量
を
行
い
、
弥
生
時
代
人

の
身
長
は
縄
文
時
代
人

の
平
均
身
長
よ
り
三
セ
ン
チ
高
く
、
さ
ら
に
頭
の
長
さ
、

z7i



顔

の
広
さ
な
ど

の
指
数
が
中
国
大
陸
の
人
骨

に
近
く
、
縄
文
時
代
人
と
は
大
き

　お
　

な
差
が
あ
る
と
指
摘

し
た
。
こ
れ
ら
の
大
陸

か
ら
の

「渡
来
人
」
は
す
べ
て
が

中
国
大
陸
か
ら
来
た
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
半
島

か
ら
日
本
列
島

に
渡

っ
て
き
た

者
も
い
る
。

一
九
九
〇
年
代

に
中
日
両
国

の
人
類
学
者
と
考
古
学
者
は
、
こ
の

問
題

に
つ
い
て
、
共
同
研
究
を
実
現
さ
せ
た
。
山
口
県
土
井

ヶ
浜
人
類
学
、・・
ユ

ー
ジ
ア
ム
の
館
長
、
松
下
孝
幸
博
士
は
何
度

も
山
東
省
滔
博
市
を
訪
れ
、
山
東

省
文
物
考
古
研
究
所
の
協
力

の
下
に
こ
の
地
区
に
出
土
し
た
秦

・
漢
時
代
墓
葬

の
人
骨

の
計
測
と
分
析
を
さ
れ
て
い
る
。
松
下
博
士

は
、
弥
生
文
化
時
期

の

　あ
　

「渡
来
人
」

の
故
郷

の

一
部
は
中
国
東
部
各

省
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
〇

一
年
、
松
下
先
生
は

「渡
来
系
弥
生
人

の
ル
ー
ツ
を
大
陸

に
探
る
」
を

発
表
さ
れ

「
北
部
九
州

・
山
ロ
タ
イ
プ
の
弥
生
人

の

『
お
お
も
と
』
が
大
陸

に

あ
る
と
い
う
こ
と
は
間
違

い
な
さ
そ
う
で
あ

る
」
と
弥
生
人
が
渡
来
人
で
あ
る

　
り

　

こ
と
を
肯
定
さ
れ
た
。

じ
よ
ふ
つ

歴
史
伝
説
の
徐
市
が
日
本

へ
渡

っ
た
と
い
う
物
語
は
、
中
国
と
日
本

の
歴
史

愛
好
家

の
間
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
徐
市
そ

の
人
が
実
在
し
た
こ
と
を
記
す
、

『史
記
』
始
皇
本
紀

(始
皇
廿
八
年

の
条
)
で
は
、
徐
市
は

「斉
人
」
で
あ
る
と

明
言
さ
れ
て
い
る
。
徐
市
は
や
が

て
伝
説
中

の
人
物
徐
福

に
変
身
し
て
ゆ
く
が
、

何
故
司
馬
遷

は
徐
福

を

「斉
人
」
と

い

っ
て
、
「楚

人
」
、
「越

人
」
或

い
は

「燕
人
」
と
言
わ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
徐
福
が
日
本

へ
渡

っ
た
代

表

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
古
代
の
山
東

の
人
々
は
斉

の
古
代

の
文
化
伝
統
を

も
携
え
て
、
日
本
列
島

へ
行

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本

の
学
者
大
阪
大
学
の
都

出
比
呂
志
教
授
が
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
戦
国
時
代
前
後
、
大
陸
中
国
か
ら
海
を

渡
り
日
本

に
到
着
し
、
同
時
に
自
分
た
ち

の
宗
教
思
想
を
列
島

に
伝
え
た
の
で

あ
.靭
・

第
七
に
考
察
す
べ
き
は
、
山
東
地
区
独
自

の
古
代
風
俗
習
慣
が
弥
生
文
化
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
こ
で
先
ず
取
上
げ

る
の
は
、
古
代

の
抜
歯

の
風
習
で
あ
る
。
中
国
で
は
、

紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
前
後
に
沿
海
地
方

に
お
い
て
人
々
が
青
春
期
に
入
る
前
後

に
、
前
歯
あ
る
い
は
両
側

の
切
歯
を
抜
く
習
慣
が
流
行
し
て
い
た
。
山
東
省
泰

安
市

の
大
波
口
遺
跡
、
曲
阜
市
西
夏
侯
遺
跡
、
江
蘇
省
邵
県
大
燉
子
と
劉
林
遺

　ぬ

　

跡

に
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。
龍
山
文
化
時
期
に
な

っ
て
も
、
こ
の
風
習
は
継

承
し
て
い
る
。
日
本
の
縄
文
文
化
時
期

に
も
抜
歯

の
習
俗
が
あ
る
が
、
中
国
と

日
本
列
島

の
抜
歯
の
風
習
は
必
ず
し
も
起
源
を
同
じ
く
す
る
と
は
限
ら
な

い
。

縄
文
文
化

の
中
期
末
前
後
よ
り
縄
文
人
の
抜
歯

の
部
位
変
化
が
現
れ
、
基
本
的

に
山
東
省
大
波
口
文
化
時
期
及
び
龍
山
文
化
時
期

の
も
の
と
同
じ
と
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
日
本
列
島
と
山
東
半
島
双
方

の
住
民
の
間
に
、
風
俗
習
慣

に
あ

　お
　

る
程
度

の
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

次

に
取
上
げ
る
の
は
鳥

の
崇
拝

に
つ
い
て
で
あ
る
。
縄
文
文
化
時
期

に
は
多

く

の
動
物
土
偶
が
発
見
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
猿
、
猫
、
イ
ノ
シ
シ
、

　
お

　

蛙
、
熊
、
狼
、
蛇

の
ほ
か
に
名
称
不
明

の
奇
獣
が
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
各

地

で
発
見
さ
れ
た
多
く

の
動
物
土
偶
の
な
か
に
鳥
の
形
象
が
殆
ど
な
い
と
い
う

　お
　

事
実

で
あ
る
。
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世
界
史
上
か
ら
見
て
、
鳥
類
は
多
く

の
民
族
や
原
始
部
族
に
よ

っ
て
、
天

の

神
と
人
民
大
衆
と
の
問
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
使
者

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、

人
々
に
崇
拝
さ
れ
て
き
た
。
古
代
中
国
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
特
に
山

東
省

の
大
波
口
文
化
と
龍
山
文
化
時
期
に
は

こ
の
よ
う
な
現
象
が
顕
著

で
あ
る
。

最
近
発
見
さ
れ
た
大
波
口
文
化
と
龍
山
文
化

に
は
粘
土

で
作

っ
て
焼

い
た
鳥
だ

け
で
な
く
、
石
で
作

っ
た
鳥
も
あ
る
。
陶
器

の
造
型
に
も
鳥

の
形
象
を
真
似
た

も

の
が
あ
る
。
山
東
龍
山
文
化

の
遺
物
に
よ
く
見
ら
れ
た

「陶
鬻
」
と
い
う
陶

器
は

「
鶏
彝
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

鶏
も
鳥
類
で
あ
る
。
日
本
語

で
は

「
ニ
ワ
ト
リ
」
と
呼
ば
れ
、
や
は
り

「庭

の
鳥
」

の
意
味
で
あ
る
。
ど
う
し
て

「彝
」

と
も
呼
ぼ
れ
る
の
か
。
か

つ
て

一

部

の
学
者
た
ち
は

「彝
」
が

「彝
器
」

(祭
器
)
の
意
味

だ
と
考
え

た
こ
と
が

あ
る
が
、
わ
た
し
の
考
え
で
は
、
太
古
時
代

に
は

「彝
器
」
と
い
う
呼
び
方
は

な
く
、
そ
の
民
族
或

い
は
部
族
が
好
ん
で
使

用
し
た
器
物
を
そ
の
民
族
あ
る
い

は
部
族

の
名
前
で
呼
ん
だ
の
で
、
山
東
省
地
区

の
古
代
人
が
よ
く
鳥
形
陶
器
を

用

い
、
鳥
を
崇
拝
し
、
そ
の
上
か
れ
ら
は

「夷
人
」
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
、
鶏

彝

(鳥
夷
)
と
も
呼
ぼ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
事

に
つ
い
て
証
拠
を

挙
げ
る
と
、
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
前
後
の
陶
唐
時
代
に
中
原
地
区
に
住
ん
だ
あ

る

一
つ
の
部
族
が
大
量
に
陶
鬲
を
使
用
し
た

の
で
、
こ
の
部
族
を

「有
鬲
氏
」

と
呼
ん
だ
例
が
あ
る
。
前
述
の
如
く
古
代

の
山
東

の
人
々
は

「夷
人
」
と
呼
ば

れ

て
い
る
。
中
国
の
著
名
学
者
王
献
唐

(
一
八
九
六
～

一
九
六
〇
)
は

「彝
」

は
即
ち

「夷
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
伝
説
中

の
炎
帝
と
黄
帝
の
時
代

に
、

夷
人
の

一
部
が
中
国

の
西
南
部

(今
の
雲
南
省
、
貴
州
省
、
四
川
省
と
広
西
壮
族

　
お
　

自
治
区
な
ど
)
に
移
動

し
た
。
そ
れ
が
今
日
の
彝
族
だ
と
い
う

の
で
あ

る
。
中

国
に
お
け
る
最
古

の
日
本
史

の
記
述
は

『三
国
志
』

の
魏
志
倭
人
伝
と

『後
漢

書
」
東
夷
列
伝

の
中

の
倭
伝
に
あ

る
。
古
代
日
本
人

(即
ち
倭
人
)
は

「東
夷

列
伝
」

に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
伝
説
中

の
炎
帝
と
黄
帝

の
時
代
に
、
今

の
山
東

省
東
南
部
に

「鄰
」
と
呼
ぼ
れ
る
諸
侯

の
小
国
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
国
は
今
日

の
山
東
省
の
鄰
城
県
に
あ
た
り
、
春
秋
時
代

に
も
存
在
し
続
け
て
い
る
。
古
代

し
よ
う
こ
う

鄰
国

の
人
は
自
ら
を
少
昊
氏

の
末
裔
と
称
し
た
こ
と
は

『左
伝
』
昭
公
十
七
年

の
条

に
見
え
る
。
少
昊
氏
は
鳥

の
名
前
を
用
い
て
官
吏

の
名
称
と
し
た
。

い
わ

ゆ
る

「少
昊
氏
は
鳥
を
以
て
官

に
名
つ
く
」
と
い
う
伝
説

で
あ
る
。
こ
の
国
が

紀
元
前
五
世
紀
ま
で
続
い
た
こ
と
は

『左
伝
』
定
公
三
年

の
条
に
見
え
る
。

日
本
列
島
で
は
、
弥
生
時
代

に
な
る
と
、
鳥

に
対
す
る
崇
拝
が
に
わ
か
に
始

の　
　

ま
っ
た
。
大
阪
府
池
上
曽
根
遺
跡
と
鳥
取
県
の
西
川
津
遺
跡
に
お
い
て
、
弥
生

時
代
の
鳥
形
木
製
品
が
発
見
さ
れ
た
。
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
の
館
長
金

　あ
　

関
恕
氏
は
こ
の
事
に

つ
い
て
、
卓
見
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
最
近
、
北
陸
地
区

　ホ
　

の
石
川
県
小
松
市
で
も
弥
生
時
代

の
鳥
形
木
製
品
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
他

に

山
口
県
土
井

ヶ
浜
に
お
い
て
水
鳥
を
抱
い
て
い
る
女
性

の
墓
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
古
代
日
本
人

の
鳥
崇
拝
が
弥
生
時
代
に
新
し
い
高
ま
り
を

見
せ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
石
興
邦
先
生
も

弥
生
時
代

の
鳥
に
対
す
る
崇
拝
は
山
東
原
始
文
化

の
影
響
を
受
け
て
現
れ
た
も

　ザ
　

の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(図
7

山
東
省
新
石
器
時
代
の
鳥
形
陶
器
と
日
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図1山 東省新石器時代の鳥形陶器(上)

と日本弥生時代の鳥形木製品

本
弥
生
時
代
の
鳥
形
木
製
品
)。

さ
ら
に
注
目
に
値
す
る
現
象

で
あ
る
が
、
九
州
西
北
部
の
佐
賀
県
唐
津
、
菜

畑
遺
跡
で

一
本

の
木

の
棒

に
イ
ノ
シ
シ
の
頭
骨
数
個
を

一
緒
に
通
し
た
遺
物
が

　お
　

出
土
し
て
い
る
。
こ
の
二
か
所
は
、
と
も
に
弥
生
中
期

の
遺
跡
で
あ

る
。

一
九

八
○
年
代
末
頃

の
考
古
学
発
掘
資
料
に
よ
る
と
、
大
分
県
下
郡
桑
苗
遺
跡
に
も

　お
　

同
様
の
状
況
が
見
ら
れ
る
。

一
九
九
〇
年
代
中
頃

に
、
岡
山
県
南
方
遺
跡

(弥
　　
　

生
中
期
)
に
も

一
二
体

の
イ
ノ
シ
シ

(ブ
タ
)
が
並
ん
だ
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本

の
学
者
は
弥
生
時
代

に
は
イ
ノ
シ
シ
は
食
用
と
し
た
の

み
で
な
く
、
重
要
な
祭
祀
用
の
犠
牲
獣
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
イ

ノ
シ
シ
の
頭
骨
を
木

の
棒

に
通
し
て

一
緒
に
す
る
の
は
、
そ
の
表
れ
で
あ
る
と

　
れ
　

 考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
中
国
の
考
古
学
者
に
と

っ
て
は
、
す

で
に
周
知

の
こ
と

が
ら

に
属
す
る
。
す
ぐ
我
々
が
連
想
す
る
の
は
山
東
省
大
波

口
文
化
と
龍
山
文

化
時
期

に
ブ
タ
と
ブ

タ
の
頭
、
あ

る
い
は
ブ

タ
の
下
顎
骨
を
副
葬
品
と
し
て
い

た
と
い
う
事
で
あ
る
。
山
東
省
泰
安
市
大
波

口
墓
地

の
第
十
三
号
墓
で
は
、

一

　お
　

度
に

一
四
頭
の
ブ

タ
を
も
ち
い
て
い
る
。
山
東
省
肢
県
三
里
河
龍
山
文
化
遺
跡

　ほ
　

で
は
、
ブ
タ
の
下
顎
骨
を
副
葬
品
と
す
る
現
象
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外

で
も
、
曲
阜
市
西
夏
侯
遺
跡
、
諸
城
市

の
呈
子
遺
跡
、
臨
胸
県
西
朱
封
遺
跡
、

泗
水
県
尹
家
城
遺
跡
、
充
州
市
西
呉
寺
遺
跡
、
灘
坊
市
姚
官
荘
遺
跡
な
ど
の
大

波
口
文
化
或

い
は
龍
山
文
化
遺
跡
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
わ
た
し
は
埋
葬
の
儀

式
も
祭
祀
活
動

の

一
面
で
あ
り
、
弥
生
時
代

に
お
い
て
日
本
の
九
州
西
北
地
区

で
盛

ん
に
行
わ
れ
た
イ

ノ
シ
シ
の
頭
骨
を

一
本
の
木

に
通
す
と

い
う
祭
祀
活
動

は
多
分
中
国
東
部
沿
海
地
区
、
特
に
山
東
省
の
新
石
器
時
代
文
化
晩
期
に
お
け

る
ブ

タ
、
ブ
タ
の
頭
、
或

い
は
ブ
タ
の
下
顎
骨
副
葬
儀
式

の
変
化
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
が
古
代
の
東
夷
人
の
文
化
を
代
表
す
る

習
俗

で
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
実
証
的
研
究
を
深
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ぽ

な
ら
な
い
。

な
お
、
中
国
の
唐
代

の
地
理
著
作

『括
地
志
』
外
蕃
条
に
、
古
代
の
粛
慎
族

の

「葬
に
は
即
ち
木
を
交
し
て
椁
を
作
り
、
猪
を
殺
し
て
椁
上

に
積
み
、
富
者

は
数
百
に
至
り
、
貧
者
も
数
十
、
以
て
死
人

の
糧
と
な
す
。
」
と

い
う
風
習
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
粛
慎
族

は
古
代

に
中
国
東
北
地
区
に
居
住
し
て
い
た
民
族

の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
民
族
は
山
東

の
夷
人
と
、
さ
ら
に
日
本
列
島
の
東
夷
人

と
の
問
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
す
る
か
。
こ
の
文
献
の
資
料
が
ど
の
よ
う
に
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考
古
学
資
料
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
か
、
い

っ
そ
う
詳

し
く
検
討
さ
れ
ね
ば
な
る

ま

い

。
注(1

)

こ
の
十
数
遺
跡
は
沂
源
県
、
蓬
莢
県
、
新
泰
市
、
長
島
県
、
沂
水
県
、
日

照
市
、
鄰
城
県
等
の
地
に
あ
る
。

(2
)

文
物
出
版
社
編

『新
中
国
考
古
五
十
年
』

一
九
九
九
年
刊

二
三
三
頁

他
の
四
つ
の
中
石
器
時
代
遺
跡
は
、
沙
苑
遺
跡
、
霊
井
遺
跡
、
下
川
遺
跡

と
青
海
省
の
拉
伊
亥
遺
跡
で
あ
る
。

(3
)

王
永
波
他

「海
岱
地
区
史
前
考
古
的
課
題
ー
試
論
後
李
文
化
」
『記
念
城

子
崖
遺
跡
発
掘
六
十
周
年
国
際
学
術
討
論
会
論
集
』

斉
魯
書
社

一
九
九

三
年
刊
所
収

(4
)

山
東
省
も
夏
王
朝
の
中
心
地
で
あ
る
と
い
う
説
も
で
て
い
る
。
1
部
衡

「

于
探

夏
文
化
条
件
」
『夏
商
周
考
古
学
文
集
』

科
学
出
版
社

一
九
八
八

年
刊

四
二
頁

(5
)

李
琴

「試
論
鄭
州
双
橋
遺
跡
的
商
文
化
」
河
南
博
物
院

『河
南
博
物
院
落

成

河
南
省
博
物
建

七
十
周
年
念
文
集
』

中
州
古
籍
出
版
社

一
九
九

八
年
刊
所
収

(6
)

伊
東
俊
太
郎

『文
明
の
誕
生
』

講
談
社

一
九
八
八
年
刊

(7
)

金
関
恕

・
佐
原
眞

「稲
作
の
始
ま
り
」
『古
代
史
発
掘
④
』

講
談
社

一

九
七
五
年
刊

二
一ニ
ー
二
七
頁

(8
)

樋
口
隆
康

「弥
生
時
代
青
銅
器
の
源
流
」
『古
代
史
発
掘
⑤
』

講
談
社

一
九
七
五
年
刊

八
七
1
九
五
頁

筆
者
中
国
語
翻
訳
文

《
弥
生
時
代
青
銅
器
的
源
流
》
は

《遼
海
文
物
学

刊
》

一
九
九
五
年
二
期
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(9
)

樋
口
隆
康

『日
本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
』

講
談
社
新
書

一
九
八

一

年
刊筆

者
中
国
語
翻
訳
文

『日
本
人
従
何
処
而
来
』

山
東
大
学
出
版
社

一

九
九
六
年
刊

(10
)

新
編

『柳
田
国
男
集
』
十
二
巻

筑
摩
書
房

一
九
七
九
年
刊

一
一
1

五
〇
頁

(11
)

安
藤
広
太
郎

『稲
の
日
本
史
』

筑
摩
書
房

一
九
六
九
年
刊

(12
)

中
国
の
湖
南
省
道
県
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
稲
は

一
万
年
の
歴
史
が
あ
る
。

厳
文
明

・
安
田
喜
憲
編
集

『稲
作
、
陶
器
和
文
明
的
起
源
』

文
物
出
版
社

二
〇
〇
〇
年
刊

三

一
-
四
二
頁

(13
)

厳
文
明

「中
国
農
業
稲
作
的
起
源
」
『農
業
考
古
』

一
九
八
二
年
第

一
期

所
収

(14
)

山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
、
北
京
大
学
考
古
実
習
隊

「山
東
栖
霞
楊
家
圏

遺
跡
発
掘
簡
報
」
『史
前
研
究
』

一
九
八
四
年
三
期
所
収

北
京
大
学
考
古

実
習
隊
、
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所

「栖
霞
楊
家
圏
遺
跡
発
掘
報
告
」
『肢

東
考
古
』

文
物
出
版
社

二
〇
〇
〇
年
刊

一
五
一
ー
二
〇
六
頁

(15
)

『中
国
文
物
報
』

一
九
九
四
年

一
月
二
十
七
日

(16
)

『中
国
文
物
報
』

一
九
九
七
年

一
月
五
日

(17
)

中
美
聯
合
考
古
隊

一
九
九
八
年
発
掘
調
査
資
料
に
よ
る
。

(18
)

厳
文
明

「肢
東
考
古
記

(代
序
)」
前
引

『肢
東
考
古
』

二
二
頁

(19
)

中
村
純

「C
-
14
年
代
測
定
の
追
加
資
料
に
つ
い
て
」
『菜
畑
』

一
九
八

二
年
所
収
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(20
)

『朝
日
新
聞
』

一
九
九
四
年
三
月
二
十

一
日
記
事

(21
)

賀
川
光
夫

「縄
文
時
代
の
農
耕
」
『考
古
学
ジ

ャ
ー
ナ
ル
』
2

一
九
六

六
年
所
収

(22
)

横
山
浩

一
「刷
毛
目
調
整
工
具
に
関
す
る
基
礎
的
実
験
」
『九
州
文
化
史

研
究
所
紀
要
』
二
二
号
所
収

(23
)

南
京
博
物
院

「江
蘇
銅
山
丘
湾
古
遺
跡
的
発
掘
」
『考
古
』

一
九
七
三
年

二
期
所
収

拙
文

「済
南
市
大
辛
荘
商
代
遺
跡
的
調
査
」
『考
古
』

一
九
七
三
年
五
期

所
収北

京
大
学
考
古
実
習
隊
他

「乳
山
南
黄
荘
石
椁
墓
」
前
掲

『肢
東
考
古
』

二
五
三
頁

(24
)

『縄
文
文
化
の
研
究
』
m
巻

雄
山
閣

一
九
八
三
年
刊

(25
)

浅
川
利

一
「山
形
県
の
縄
文
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
中
国
古
代
有
孔
石
斧
に

つ
い
て
」
『多
摩
考
古
』
第
二
五
号

一
九
九
五
年
四
月
所
収

(26
)

山
東
大
学
考
古
学
教
研
室

『泗
水
尹
家
城
』

文
物
出
版
社

一
九
九
〇

年
刊

=
二
八
頁

(27
)

金
関
恕

・
佐
原
眞

「稲
作
の
始
ま
り
」
『古
代
史
発
掘
④
』

講
談
社

一

九
七
五
年
刊

四
〇
1
四
五
頁

(28
)

酒
井
龍

一

「石
器
組
成
か
ら
み
た
弥
生
人
の
生
業
行
動

パ
タ
ー
ソ
」

『奈
良
大
学
文
化
財
学
報
』

一
九
九
三
年
所
収

(29
)

拙
稿

「初
論
岳
石
文
化
」

『記
念
城
子
崖
遺
跡
発
掘
六
十
周
年
国
際
学
術

討
論
会
論
集
』

斉
魯
書
社

一
九
九
三
年
刊
所
収

(30
)

前
掲

「弥
生
時
代
青
銅
器
の
源
流
」

(31
)

金
関
恕

・
佐
原
眞
編

『弥
生
文
化
の
研
究
』
㎜
巻

雄
山
閣

一
九
八
七

年
刊

図
版
P
L

・
14

、

(32
)

田
村
晃

一
「東
北
ア
ジ
ア
の
支
石
墓
」
『
ア
ジ
ア
の
巨
石
文
化
』

六
興
出

版
社

一
九
九
〇
年
刊

二
五
七
-
三
〇
四
頁

(33
)

安
志
敏

「浙
江
瑞
安
、
尓
阻
支
石
墓
的
調
査
」
『考
古
』

一
九
九
五
年
七

期
所
収

(34
)

遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
編

『遼
東
半
島
的
石
棚
』

遼
寧
省
科
学
技
術

出
版
社

一
九
九
四
年
刊

(35
)

許
玉
林

「遼
東
半
島
石
棚
綜
述
」
『遼
寧
大
学
学
報
』

一
九
八

一
年

一
期

所
収

(36
)

田
村
晃

一
「遼
東
石
棚
考
」
東
北
ア
ジ
ア
考
古
学
研
究
会
編

『東
北
ア
ジ

ア
考
古
学
」
第
二
編

一
九
九
五
年
所
収

(37
)

鳥
居
龍
蔵

「中
国
石
棚
之
研
究
」
『燕
京
学
報
』

一
九
四
六
年
十
二
月
所

収

(38
)

方

輝

『明
義
士
及
其
蔵
品
』

山
東
大
学
出
版
社

二
〇
〇
〇
年
刊

図
版
貳

(39
)

張
政
娘

『五
千
年
来
的
中
朝
友
好
関
係
』

開
明
書
店

一
九
五

一
年
刊

(40
)

徐
逸
樵

『先
史
時
代
的
日
本
』

三
聯
書
店

一
九
九

一
年
刊

=
二
九

頁
図
3

(41
)

北
京
大
学
考
古
実
習
隊
他

「乳
山
南
黄
荘
石
椁
墓
」
前
掲

『肢
東
考
古
』

二
四
八
-
二
四
九
頁

(42
)

『漢
書
』
「五
行
志
」
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
「孝
昭
元
鳳
三
年
、
泰
山
莱

蕪
山
南
、
凶
凶
有
数
千
人
声
、
民
視
之
、
有
大
石
自
立
、
高
五
丈
、
大
四
十

八
囲
、
入
地
深
八
尺
。」

(43
)

『論
語
』
公
冶
長
篇
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(44
)

金
関
丈
夫

「人
種

の
問
題
」
『日
本
考
古
学
講
座
』

第
四
巻

雄
山
閣

】
九
五
五
年
刊
所
収

(45
)

金
関
丈
夫

「弥
生
時
代
人
」
『日
本

の
考
古
学
』
m

河
出
書
房

一
九

六
六
年
刊

四
六
〇
ー
四
七

一
頁

(46
)

松
下
孝
幸

『日
本
人
と
弥
生
人
1
そ

の
謎
の
関
係
を
形
質
人
類
学
が
明
か

す
ー
』

祥
伝
社

一
九
九
四
年
刊

(47
)

松
下
孝
幸

「渡
来
系
弥
生
人
の
ル
ー
ッ
を
大
陸
に
探
る
」
『日
本
人
と
日

本
文
化
』
恥
15

二
〇
〇

一
年

一
月
所
収

三
四
頁

(48
)

都
出
比
呂
志

「農
業
社
会
の
形
成
」
『講
座
日
本
史
1
』

岩
波
書
店

一

九
八
三
年
刊
所
収

(49
)

顔
闍

「大
波
口
新
石
器
時
代
人
骨
的
研
究
報
告
」
『考
古
学
報
』

一
九
七

二
年

一
期
所
収

「西
夏
侯
新
石
器
時
代
人
骨
的
研
究
報
告
」
『考
古
学
報
』

一
九
七

二
年
二
期
所
収

(50
)

拙
稿

「山
東
省
先
史
時
代
文
化
の

一
i
大
波
口
文
化
」
『古
代
学
研
究
』

一
九
八
四
年

一
期
所
収

(51
)

江
坂
輝
弥

「土
偶
芸
術
と
信
仰
」
『古
代
史
発
掘
③
』

講
談
社

一
九
七

五
年
刊

=
二
六
i

一
三
九
頁

(52
)

一
九
九
九
年
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
で
、
縄
文
時
代
後

期
前
半
の
鳥
形
土
製
品
二
点
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
恐
ら
く
全
日
本
で
も

例
が
な
い
だ
ろ
う
。
朝
日
新
聞
社
編

『古
代
史
発
掘
総
ま
く
り
』

二
〇
〇

〇
年
刊

四
八
頁

(53
)

王
献
唐

『炎
黄
氏
族
文
化
考
』

斉
魯
書
社

一
九
八
三
年
刊

(54
)

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
編

『弥
生
文
化
-
日
本
文
化
の
源
流
を
さ
ぐ

る
』

一
九
九

一
年
刊

五
〇
1
五

一
頁

(55
)

金
関
恕

「神
を
招
く
鳥
」
『小
林
行
雄
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』

平
凡
社

一
九
八
二
年
刊
所
収

(56
)

文
化
庁
編

『発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
』

朝
日
新
聞
社

二
〇
〇
〇
年
刊

三
二
頁

(57
)

石
興
邦

「山
東
地
区
史
前
考
古
的
有
関
問
題
」
『山
東
史
前
文
化
論
文
集
』

斉
魯
書
社

一
九
八
六
年
刊
所
収

(58
)

唐
津
湾
周
辺
遺
跡
調
査
委
員
会
編

『末
盧
国
』

六
興
出
版
社

一
九
八

二
年
刊

(59
)

大
分
県
教
育
委
員
会
編

『大
分
県
文
化
財
調
査
報
告
書
八
十
集
-
下
郡
桑

苗
遺
跡
』

一
九
八
九
年
刊

(60
)

酒
井
龍

一
「弥
生

の
世
界
」

田
中
琢

・
佐
原
眞
監
修

『歴
史
発
掘
⑥
』

講
談
社

一
九
九
七
年
刊
所
収

七

一
頁
第
85
図

(61
)

福
岡
県
教
育
委
員
会
編

『弥
生
文
化
の
成
立
と
東

ア
ジ

ア
』

学
生
社

一
九
八
九
年
刊

(62
)

山
東
省
文
物
管
理
処

・
済
南
市
博
物
館
編

『大
波

口
』

文
物
出
版
社

一
九
七
四
年
刊

(63
)

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

『狡
県
三
里
河
』

文
物
出
版
社

一
九

八
八
年
刊
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